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太

子

祭

り

L

町
議
会
第
五
回
臨
時
会
の
概
要

一

則

一

九
月
二
十
九
日

本

会

棋

に

先

立

っ

て

全

開

附
台
が
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
の

一
当

送

一
員
協
議
会
を
午
前
十
時
三
十
分
か

ら

聞

か

で

こ

の

州
問
内
を
如
何
が
と
り
叶

一

時－1
一
れ
拠
出
能
祭
の
説
明
と
質
疑
応
答
が
行

わ

ら

い
ま
す
か
お
諮
均
し
ま
す
。

対

一
れ

る

。

＠

「
朗
紳
願
レ
ま
す
の
声
あ
り
ニ
川
悦
朗

一

剖

一
提
出
議
案

誠

一

昨

て

、
制
定
ロ
第
一
号
帯
決
処
分
一
堂
口
近
雌
間
情
織
の
限
必

一

定

一

の

件

矧

U
町
の
発
足
以
来
つ
ね
に
政
育
現
羽

一

二

、
頭
案
第
一
号
昭
和
一
二
十
四
年
度
一

の
繋
備
と
改
告
に
努
力
さ
れ
て
い
る
が
一

般
会
計
議
入
議
出
第
二
回
山
田

加

し

か

し

伯
小
中
学
校
施
設
の
現
状
は
高

更
正
予
算

一

位
設
置
以
来
小
学
校
は
多
数
の
児
童
を

一
、
議
案
第
二
号
朝
日
町
の
駁
員
の
給

一
枚
容
し
な
が
ら
特
別
教
室
、
屋
外
運
動

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
一
場
、
保
育
舘
も
な
く
手
狭
な
高
校
と
共

の
件

一

町
二
て
・長
年
月
に
伴
り
深
刻
な
不
便
に

て
議
案
第
三
号
朝
日
町
の
議
会
の
議

一

悩
ん
で
き
た
の
に
本
年
四
月
、
高
校
に

員
に
対
す
る
期
末
手
当
の
支
給

一

同
業
科
が
地
設
さ
れ
そ
の
教
室
不
足
を

に
関
す
る
条
例
設
定
の
件

一

小
宇
校
、
中
学
校
か
ら
提
供
使
用
、
小

一
、
誕
祭
第
四
号
朝
日
町
教
育
委
員
会

一

山
商
品」ハ
に
政
大
限
の
悶
難
に
陥
り
こ
れ

の
餐
員
を
任
命
す
る
た
め
同
窓
会
」
法
や
か
に
解
決
を
袈
寸
る
緊
品
川
州
事
態

を
求
め
る
件

－

に
山
一ら
れ
て
い
る
。

て
殺
由
来
第
五
号
朝
日
町
財
政
再
位
計

一

当
局
で
は
」
の
問
題
に
対
し
解
決
策
を

函
の
一
部
変
更
の
件

樹
て
て
お
ら
れ
る
が
耶
熊
は
遅
々
と
し

て
誠
実
第
六
号
昭
和
三
十
四
年
度
制

一

て
進
展
せ
ず
、
泊
小
中
高
校
の
P
T
A

日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
第
一

一

は
こ
れ
そ
黙
視
す
る
こ
と
に
忍
び
ず
地

問
追
加
更
正
予
算

一

区
符
志
と
協
議
の
と
七
対
二
十
四
日
泊

て
欝
案
第
七
号
財
政
調
製
法
令
一
条
例

一

地
弘
附
脅
問
旭
川
併
訟
促
進
則
成
同
盟
会

の
設
定
に
つ
い
て

一

守
結
成
し
町
民
の
総
意
を
結
集
し
て
施

一
、
議
案
第
八
号
昭
和
三
十
四
年
度
制

一

設
の
改
ぷ
促
進
に
全
力
守
一
傾
け
る
決
窓

日
町
泊
病
院
特
別
会
計
第
二

M
L
γ
問
め
ま
し
に
。
当
局
に
お
い
て
は
学

追

加

更

正

予

算

出

ぬ
設
計
耐
を
即
時
断
行
さ
れ
る
よ
う

（
以
上
町
長
提
出
）

一

平
仰
幸
次
郎
以
下
五
九
九
一
名
連
帯
し

て
急
行
日
本
梅
号
の
泊
駅
停
車
に
対
す

一

て
懇
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
c

る
意
見
書
に
つ
い
て

一

以
上
の
よ
う
な
概
嬰
の
陳
情
文
が
期
成

一
、
ヒ
ロ
シ
マ

・
ア
ピ
ー
ル
に
つ
い
て
一
同
照
会
長
、
柚
木
女
次
氏
か
ら
提
出
（

（
以
上
議
員
提
案
）

一

P
T
A
舎
、
員
説
情
者
多
数
傍
聴
）

＠
傍
聴
者
の
代
表
と
し
て
本
旧
秀
雄
氏
か

ら
細
部
説
明
を
聞
く
。

議
長
こ
の
問
題
を
如
伺
に
取
り
扱
い

い
た
し
ま
す
か
。

両越印刷

霞

印刷所大菅淀二朝日町役場内編集兼発行人

＠
本
会
議

霞
長
開
識
を
茸
す
（
午
後
二
時
四
十

分）

長
泊
小
学
校
校
舎
問
題
に
つ
い
て

一一快

・
日
こ
の
問
問
は
新
し
く
取
り
上
げ

る
ま
で
も
な
い
。

こ
れ
は
議
会
あ
る

ご
と
に
や
か
ま
し
く
一戸
わ
れ
て
い
る

の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
こ
の
予
算

化
前
当
問
の
計
制
実
は
如
何
が
な
も

の
で
あ
る
か
聞
き
た
い
。

問
こ
の
間
間
ーに
つ
い
て
は
数
年
来

顕
在
悩
ま
し
℃
い
る
の
で
教
育
要
員

会
と
し
て
も
鮪
力
な
点
お
わ
び
い
た

し
ま
す
。

こ
の
話
し
は
進
ん
で
お
り
ま
す
が
経

過
を
均
し
ま
す
と
弓
械
の
統
廃
合
と

云
う
織
で
悶
陀
補
助
守
受
け
る
べ
〈

訴
し
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

議

中

略

員
説
明
に
よ
り
大
体
わ
か
り
ま
し

た
こ
の
問
題
に
つ
い
て
泊
保
育
園
の

問
題
を
含
め
て
解
決
す
べ
き
で
あ
る

と
申
し
上
げ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
陳
情
書
を
み
る
と
父
兄
は
奔
常

に
切
実
な
訴
え
を
し
て
お
ら
れ
ま
す

当
局
の
説
明
に
よ
れ
ば
第

一
実
は
こ

う
で
あ
る
が
そ
の
案
が
駄
目
に
な
れ

ば
第
二
索
、
第
三
一笑
な
る
も
の
が
ど

べ
な
っ
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

民

O
氏
の
意
見
に
関
連
し
て
、
こ

の
問
問
は
ま
だ
予
算
も
計
上
し
て
な

い
し
叉
議
会
日
経
の
関
係
、
議
事
進

行
の
都
合
も
あ
る
か
ら
本
日
は
余
り

深
入
り
し
な
い
で
後
で
検
討
い
た
し

た
い
、

そ
れ
で
こ
れ
は
尾
大
な
予
算
が
必
要

と
思
う
。
現
在
で
は
予
算
計
上
す
べ

き
余
地
は
な
い
と
思
う
そ
れ
で
当
局

は
次
年
度
の
予
算
に
計
上
で
き
る
か

ど
う
か
、
こ
れ
は
朝
日
町
始
っ
て
以

来
大
き
レ
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
：

・
1

：
・
瞭
情
主
旨
に
つ
い
て
は
議

会
も
賛
成
で
あ
る
を
思
4
、
吾
れ
寄

れ
七
心
配
し
て
符
き
た
い
。

局
こ
れ
は
予
算
も
計
上
し
て
い
な

い
の
で
す
が
予
算
の
計
上
で
き
得
る

と
き
は
よ
ろ
し
く
願
い
ま
す
。

議
、，，
＝ゴ

‘，．
4
E

・守’E



(2) 

醗

長
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
本
日
こ

一

醗
案
第
五
ゆ
朝
日
町
財
政
再
建
計
画

れ
で
打
切
り
、
さ
き
に

O
氏
か
ら
新
一

の
一
部
変
吏
の
件

し
の
あ
っ
た
と
お
り
畿
会
と
し
て
絡
一

様
築
第
八
号
昭
和
三
十
四
年
度
朝
日

処
し
て
ゆ
き
た
い
。

一

町
泊
病
院
特
別
会
計
歳
入
議
出
第
二

（町
長
か
ら
発
言
を
求
め
ら
れ
学
校
問
題
一

因
追
加
更
正
予
算

に
つ
い
て
経
過
、
概
要
、
見
通
し
に
つ
い
一
関
連
性
が
あ
る
の
で
一
括
上
程
い
た

て
説
明
が
あ
り
、

当
局
と
し
て
も
最
大
の
一
し
ま
す
。

努
力
を
は
ら
っ
て
解
決
し
た
い
と
！
〉

一
＠
議
案
第
一
号
一
般
会
計
の
追
加
更
正
予

議

長

当

局
と
し
て
も
最
大
の
努
力
に

一

算
に
つ
い
て
駅
員
の
給
与
の
改
正
に
よ

よ
り
こ
の
問
題
の
解
決
の
つ
く
よ
う

一

る
も
の
と
土
木
災
普
及
び
林
道
災
害
の

に
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
か

一

復
旧
費
、
新
長
山
漁
村
建
設
助
成
事
莱

ら
、
こ
れ
で
本
問
題
を
打
ち
切
り
ま
一

覧
が
主
な
る
支
出
で
あ
っ
て
、
と
れ
に

す

。

一

対

す

る

財

源

の

主

な

る

も

の

と

し

て

は

議

長

報
告
第
一
号
専
決
処
分
報
告
承

一

職
員
の
定
期
昇
給
の
三
月
延
伸
、
職
員

認
の
件
〈
専
決
第

一
号
昭
和
三
十
四

一

の
減
員
に
よ
る
俸
給
等
の
残
と
災
害
に

年
度
朝
日
町
倒
民
健
康
保
険
直
話
大
一

対
す
る
悶
庫
補
助
、

地
方
交
付
税
、
特

家
庄
診
療
所
特
別
会
計
第
二
回
追
加
一

別
交
付
税
及
び
新
設
山
尚
村
建
設
助
成

更
正
予
算
を
説
副
に
供
し
ま
す
。
一
金
絡
が
主
な
る
も
の
で
あ
る
。

＠
こ
れ
は
大
家
圧
髭
部
所
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
一
＠
部
業
第
二
号
に
つ
い
て
は
人
事
院
勧
告

の
購
入
に
よ
り
そ
の
肪
雄
装
世
の
施
設

一

に
器
き
行
う
給
与
費
の
改
訂
を
行
な
う

と
医
師
住
宅
の
改
造
の
費
用
が
主
な
追
一
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
初
任
給
の
引
上

加
と
な
っ
て

い

る

。

一

げ
と
州
畑
中
米
手
当
の
増
舗
に
作
ふ
条
例
の

議
長
泉
識
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
本
件

一

一
郎
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
人
事

に
異
議
の
な
い
も
の
e

と
認
め
本
件
は
一

院
勧
告
で
は
四
月
か
ら
笑
抱
す
べ
き
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
c

一
財
政
措
置
と
し
て
も
地
方
交
付
税
に
算

議

長

議
案
第
六
与
昭
和
＝
一十
四
年
度
一

入
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
町
財
政

朝
日
町
制
易
水
道
特
別
会
計
第
一
回

一

の
関
係
上
十
月
か
ら
実
施
す
る
。

追
加
更
正
予
算
を
訣
也
に
供
し
ま
す
一
＠
議
案
第
三
号
に
つ
い
て
は
法
に
よ
り
議

＠
こ
れ
は
笹
川
地
肢
に
簡
易
水
迫
が
新
設

一

員
の
方
に
も
期
末
手
当
を
支
給
で
き
る

さ
れ
る
も
の
で
同
庫
補
助
も

一一一一五万

一

こ
と
に
な
っ
た
の
で
こ
の
条
例
を
定
め

円
の
認
証
が
あ
っ
た
。

一

る。

議
長
築
設
か
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
災
諒

一
＠
議
案
第
五
日
方
に
つ
い
て
は
普
通
交
付
税

の
な
い
も
の
と
認
め
‘
議
案
第
六
号

一

前
年
度
繰
越
金
の
決
定
に
仲
い
生
じ
た

昭
和
三
十
四
年
度
朝
日
町
簡
易
水
道
一

財
似
の
一
部
を
収
員
の
定
期
昇
給
及
び

特
別
会
計
第

一
回
追
加
見
比
予
算
凶

一

期
末
手
当
の
改
定
に
充
る
外
、
問
、
県

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
e

一

支
出
金
及
び
得
附
A
M
等
特
定
財
源
の
増

長
践
案
第
一
号
脳
和
三
十
凶
牛
皮
一
翻
に
仲
っ
て
こ
れ
を
投
資
的
私
費
で
ゐ

一
般
会
計
議
入
放
出
第
二
川
追
加
民

一

る
補
幼
事
業
の
一
都
政
び
単
独
事
業
の

正

予

算

。

一

増

制
に
充
て
よ
う
と
す
る
こ
と
が
主
な

議
集
第
二
号
朝
日
町
の
職
此
の
給
与

一

変
更
国
由
で
あ
る
。

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
の
件
諜

一
ぬ
議
案
第
八
持
は
泊
病
院
の
職
員
の
期
末

集
第
三
号
朝
日
町
の
議
会
の
議
員
に
一
手
当
の
哨
舗
と
器
具
機
械
室
化
学
天

対
す
る
期
末
手
当
の
支
給
に
関
す
る
一
秤
主
の
増
築
、
板
ベ
イ
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
一

条

例

設

定

の

件

一

防

謎

工
事
等
を
行
う
た
め
の
経
費
の
追

一
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融

加
で
あ
る
。

議
員
融
業
第
二
号
に
つ
い
て
・：

・・
全
国
に
四
十
六
都
道
府
県

が
あ
る
内
富
山
県
の
市
町
村
職
員
の

給
与
ベ
ー
ス
が
四
十
五
番
目
で
あ
り

朝
円
町
は
県
の
平
均
狐
よ
り
下
廻
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
朝
日
町

の
職
員
給
与
は
非
常
に
低
い
も
の
で

あ
る
。
今
後
昇
給
に
際
し
漸
次
引
上

げ
る
よ
う
努
力
闘
い
た
い
。

員
議
題
に
供
さ
れ
て
い
る
議
案
に

つ
い
て
は
協
議
会
で
審
議
し
た
が
誠

に
結
構
で
あ
る
が
財
政
再
建
計
画
の

変
更
出
由
に
職
員
の
給
与
に
つ

い
て

の
部
分
が
入
っ
て
い
な
い
。

な
お
追
加
予
算
を
み
て
保
育
園
予
算

に
当
所
国
防
補
助
命

一
O
五
万
円
と

あ
っ
た
が
、
圏
、
県
と
あ
る
が
こ
れ

で
よ
レ
の
か
、
ま
た
細
レ
こ
と
で
あ

る
が
数
字
に
践
胞
が
ゐ
る
。

局
誤
憾
の
訂
正
を
説
明

聞

こ

の

前
財
政
再
建
計
画
の
変
一史

に
定
期
昇
給
法
び
謀
本
給
分
と
の
議

決
を
願
っ
て
い
る
、
昨
年
度
は
急
に

O
、
一

五
の
期
末
手
当
増
が
決
ま
り

ま
し
た
の
で
こ
の
分
に
つ
い
て
唯
一
一時

当
該
年
度
分
だ
け
計
副
食
買
を
行
っ

た
の
で
今
副
本
年
度
分
に
つ
9
－
計
画

変
史
を
し
た
ω

又
初
旬
給
の
改
定
仁

つ
い
て
は
給
与
費
総
制
の
枠
内
で
操

作
で
き
る
か
ら
特
別
に
地
租
を
裂
し

な
か
っ
た
。
保
育
闘
の
柿
叫
に
つ
い

て
は
凶
と
県
の
そ
れ
ぞ
れ
補
則
が
あ

る
の
で
区
分
し
た
が
全
体
で
は
一
O

五
万
刊
で
あ
り
ま
す。

長

他

に

質
山
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
具
設
な
し
岡
山
時
間
な
し
の
問
）

議
集
第
一
凡
巧
、
第
二
号
、
第
三
号
、

第
五
号
、
第
八
号
限
集
ど
お
り
可
決

長

議

案

第
四
号
制
日
町
教
育
悉
員

会
の
委
負
を
任
命
す
る
た
め
同
意
を

求
め
る
件
を
議
題
に
供
し
ま
す
。

当
局
よ
り
人
物
に
つ
い
て
説
明
願
い

，
 

た
い
。

議当当鱗議

局
境
．
一
六

O
八
番
地

林
秀
雄
氏
を
任
命
し
た
い
の
で
同
意

を
得
た
い
。
氏
は
大
正
六
年
四
月
二

十
二
日
生
れ
で
現
職
は
酒
造
業
、
明

治
大
学
の
出
身
で
あ
り
ま
す
。

＠
全
員
異
議
な
く
議
案
第
四
号
限
案
ど
お

り
可
決

議

長

次

に
議
案
第
七
号
財
政
調
整
基

金
条
例
の
設
定
に
つ
い
て
を
議
題
に

供
し
ま
す
。

＠
議
案
第
七
号
も
涼
案
ど
お
り
可
決

議

員

地

方
自
治
法
第
二
四
四
条
に
自

治
団
体
の
長
は
条
例
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
毎
年
二
凶
以
上
財
政
状
況

を
住
民
に
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
な
っ
て
い
る
が
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

当

局

こ

れ

は

公

報

あ
さ
ひ
で
公
表
し

て
い
る
が
本
年
は
第
二
回
目
を
ま
だ

出
し
て
い
な
い
が
近
く
公
表
の
予
円
ん

で
あ
る
。

議
長
急
仔
日
本
海
刊
の
泊
駅
停
単
に

つ
い
て
関
係
方
而
に
度
々
脈
問
を
行

っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
な
か
な
か
う

ま
く
行
か
な
い
。
そ
れ
で
議
会
の
意

見
蓄
を
付
け
て
陳
情
を
行
い
た
い
と

の
ζ

と
で
御
手
一
元
に
既
り
ま
し
た
意

見
蓄
を
作
成
し
た
の
で
如
何
か
お
詩

句
し
ま
す
。

＠
全
員
思
議
な
く
賛
成

＠
ヒ
ロ

シ
マ

・
ア
ピ
ー
ル
に
つ
い
て
も
支

持
す
る
こ
と
に
決
る
。

午
後
三
時
四
十
五
分
閉
会

会
議
閉
会
後
大
久
保
勝
伊
氏
よ
り
助
役

退
任
の
挨
診
が
あ
っ
た
。

当I
f－
－

z
J
t

t
；：・：：
J

・J
i－
－

J

：，

第
八
回

朝
日
町

畜
一
民
共
進
会
段
賞
者

種
豚

等等
賞 賞

大
家
正

大
家
庄

藤 存：i
国江l

議一
広六

三
等
賞

山
羊

第
一
部

一
等
賞

二
一
等
賞

三
等
賞

山

芋

第

二
部

一
等・門員

三
等
賞

三
等
賞

三
等
貰

緬
羊

一
等
賞

－
一
等
賞

＝
一
等
賞

一
ニ
等
賞

鶏

一
等
賞

二
等
賞

二
等
賞

三
等
宜

三
等
賞

三
等
賞

泊大
家
庄

山

崎

山

崎

笹五笹泊
ケ

川庄川

大
家
庄

山

富

豆
ケ
圧

山

崎

伯 it4大大泊はl
家家

保圧 j主 白布

4
1唱
I
0
0

大
村

竹
雄

清
水
伊
三
松

水

野

源

蔵

水

野

久

義

竹西 折 西
内井谷川

武芳亀重
夫之造成

大西水伊
井村野藤

久同久久
造次義安

上厄山鍋大山
ボ川崎谷村崎

正庄義 llf1·~だ啓
雄八政二機ニ

〈共
進
会
審
査
風
景
〉
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ひ

秋

季

運

動

豊
作
の
秋
を
か
ざ
fc

夏
休
み
が
終
っ
て
こ
学
期
が
ス
タ
ー
ト

さ
れ
る
や
町
下
各
小
中
高
等
学
校
は
桟
暑

に
も
め
げ
ず
秋
準
大
運
動
会
の
練
習
に
突

入
し
た
か
の
観
を
呈
し
て
い
た
が
九
月
下

旬
泊
高
等
学
校
の
運
動
会
を
皮
切
り
に
十

月
に
入
る
や
そ
れ
ぞ
れ
好
天
吉
日
を
選
ん

で
の
華
々
し
い
運
動
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
が
、
折
制
十
五
、
六

号
の
余
波
を
号
け
て
延
期
の
や
む
な
き
に

至
っ
た
学
校
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
が
宮
崎

地
区
の
よ
う
に
秋
祭
と
合
同
の
眼
や
か
な

も
の
も
見
ら
れ
い
ず
れ
も
連
年
豊
作
に
斑

ま
れ
た
、
女
学
通
り
稔
り
の
秋
の
一
頁
を

楽
し
〈
か
ざ
っ
た
。

境
小
中
学
校
の
運
動
会

！
l
小
中
一
貫
性
を
実
現
ー
ー
ー

中
学
教
育
も
地
に
つ
い
て
十
三
年
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら

生
徒
育
成
に
当
っ
て
い
る
。
と
と
境
小
中

学
校
は
単
独
校
舎
で
は
あ
る
が
槙
つ
づ
き

の
た
め
、
小
学
校
中
学
校
の
教
師
の
目
が

常
に
沼
童
生
徒
の
上
に
慢
透
し
て
い
る
。

即
ち
小
中
一
貫
し
た
班
別
部
落
会
が
定
期

上
（
境
小
中
運
動
会
〉

中
（
＋
月
十
六
日
国
体
旗
は
新
潟
県
ご

下
（
金
山
共
同
浴
場
）

さあ第 50号C3) (:rfti議瀦.：D

に
も
た
れ
て
、
学
習
、
生
活
の
聞
か
ら
休

育
は
も
と
よ
り
校
外
補
噂
が
徹
底
し
て
行

わ
れ
て
い
る
。

日
一
頃
の
こ
う
し
た
と
こ
ろ
が
秋
の
運
動

会
に
も
あ
ら
わ
れ
、
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
が
が
っ
ち
り
と
計
闘
を
た
て
て
係
教
師

の
指
埠
の
も
と
に
喜
ん
で
協
力
し
任
務
全

果
し
て
い
る
。

今
年
も
十
月
豆
日
秋
の
運
動
会
が
行
わ

れ
時
た
ま
に
わ
か
雨
に
み
ま
わ
れ
た
が
小

中
の
児
童
生
徒
が
勝
気
な
負
け
じ
魂
を
発

揮
し
小
さ
い
一
年
生
か
ら
大
き
い
小
学
校

三
年
生
ま
で
走
、
ダ
ン
ス
、
団
体
競
鈍
な

ど
一
糸
乱
れ
ず
点
派
に
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
五
十
五
判
に
わ
た
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
小
中

一
民
性
に
た
つ
収
ま
し
い
袈
と

し
て
親
子
楽
し
L
体
育
行
事
が
和
気
あ
い

あ
い
の
う
ち
に
行
わ
れ
た
。

金
山
に
共
同
浴
場
完
成

新
民
山
尚
付
振
興
刈
策
事
業
に
よ
り

こ
の
ほ
ど
金
山
に
．
フ
ロ
ッ
ク
健
の
毛
〆

ン
な
共
同
浴
場
が
完
成
、
九
月
十
一
日
に

落
成
式
が
行
わ
れ
た
υ

と
の
共
同
浴
場
は
、

山
潟
村
振
興
対
策
事
業
に
上
る
も
の
で
建

坪
三
四
、
五
坪
工
費
一
五

O
万
円
で
、
ボ

イ
ラ
ー
は
重
油
、
石
炭
と
両
問
で
き
浴
場

内
は
総
タ
イ
ル
張
り
で
、
今
ま
で
各
一
戸
で

風
呂
た
わ
か
し
て
い
た
手
聞
が
は
ぶ
け
大

い
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
モ
デ
ル
共
同
浴

場
と
し
て
各
市
町
村
よ
り
視
察
巾
込
み
が

来
て
い
る
。

若
人
の
憧
れ
ノ
．

自
衛
官
採
用

昭
和
三
十
四
年
度
第
四
次
自
衛
官
募
集

が
左
記
の
と
お
り
始
ま
り
ま
す
。

。

受

付
十
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
二
十
一
日

ま
で

。

年

令
満
十
八
才
以
上
二
十
冗
才
未
満

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
も
と
は
役
場
総
務
課

又
は
自
衛
隊
宮
山
地
方
連
絡
部
へ
問
合

せ
て
下
さ
い
。

）｜｜ 
以
凶
の
新

ぞ良

と
え
う
計
州
の
も
と
に
住
民
検
診
が
喧
か

ま
し
く
実
施
さ
れ
る
の
も
誠
に
生
き
板
・」

う
と
す
る
人
加
と
細
菌
の
闘
い
と
い
う
も

敢
へ
て
畑
一吉
？
は
な
い
と
出
レ
ま
す
。

判
日
町
に
於
て
は
昨
年
ま
で
こ
の
佐
尺

検
診
の
成
績
が
余
り
に
も
限
か
っ
た
の
と

こ
の
耐
に
対
す
る
附
心
が
掛
か
で
あ
っ
た

の
に
鑑
み
本
年
は
岡
町
議
出
動
し
ι
地
収
役
員
一

の
援
助
在
願
わ
し
町
民
皆
舶
の
杭
附
的
な
一

参
加
企
得
、
保
健
川
、
役
刷
、
地
収
町
民
一

の
一
二
者
が
一
心
一
一
体
と
な
っ
て
の
険
診
実
一

施
が
予
想
外
の
好
成
績
た
牧
め
た
こ
’r
－は一

誠
に
同
僚
に
峨
い
え
な
い
次
第
で
あ
η
ま
す
一

結
債
は
何
我
や
他
の
，快
病
な
ど
と
呉
り
一

似
…
苦
痛
で
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
体
に

一

侵
蝕
す
る
も
の
で
一
年
に
一
回
必
ず
健
康
一

診
断
な
受
け
る
こ
と
が
最
も
安
全
で
あ
り
岨

万
一
そ
の
徴
候
が
あ
り
ま
L
て
も
早
期
発

見
、
早
期
的
癒
と
な
る
も
の
で
す
か
ら
川

智
こ
の
検
診
を
一
人
桟
ら
ず
受
け
ら
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
を
す品
事
業
的
成
朱
の
最
大
阪
国
で
あ

る
町
民
山
下
杭
の
参
加
は
勿
論
こ
れ
を
糊
励

御
批
部
下
さ
っ
た
町
内
会
、
婦
人
会
の
役

員
の
皆
僚
に
探
か
く
感
潮
市
し
上
げ
ま
す

と
共
に
舵
康
制
日
町
の
向
上
に

一
一
層
の
御

十
四
日
午
後
大
安
寺
か
ら
相
会
民
館
太

一
理
解
と
御
協
力
を
賜
は
り
ま
す
よ
う
重
ね

子
堂
ま
で
の
お
稚
児
ね
り
、
十
五
日
は
絶

一
て
御
願
レ
申
し
上
げ
ま
す
c

好
の
秋
日
和
に
恵
ま
れ
泊
各
区
の
由
児
山
祭
一

昭
和
三
十
四
年
度
朝
日
町

り
で
賑
わ
っ
た
。

一

住
民
検
診
実
施
状
況

晩
は
公
民
舘
広
場
の
野
外
ス
テ
1
3
で
朝
一
考

白
地
区
演
芸
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
た
が
一
備

一
位
は
拍
三
区
町
獅
子
舞
で
、
泊
二
区
の

一
部

柁
性
音
頭
、
泊
一
区
の
末
広
狩
、
五
ケ
庄
一
読

区
八
木
師
、
宮
崎
区
の
草
津
節
、
位
川
区

一
レ

の
天
龍
下
れ
ば
、
が
入
賞
し
た
。

一
料診

1
1
1
1
1
I
l
l
i－

－

lil－
－

1
1
1
1

受

主
吏
；
一診
乃
倍
来
帯
主
口
員

ι士
仁
工
・
潟
V
L

ゴ
託

G
＋ホ
E
フ
告
キ
，
z

4
1
J
A
l
－

－

J
J

：
5
－
J

人

四
百
四
病
と
ま
で
い
は
れ
る
、
あ
ま
た

一
械

の
疾
病
の
中
で
最
J
m

人
の
心
か
陪
憶
に
陥

一一
区

し
い
れ
、
そ
L
て
最
も
貧
乏
の
原
肉
と
も
九
栓

一
な
る
結
一
結
、
と
れ
か
十
ヶ
年
で
絶
や
さ
う
一
j

障
害
福
祉
年
金

障
樗
福
祉
年
余
－
V
－受
け
よ
う
と
す
る
障
軒

者
の
一
世
疾
の
科
度
、
状
態
は
設
の
通
り
で

あ
り
ま
す
か
ら
巾
請
書
を
提
附
し
て
肘
ら

れ
な
い
力
は
早
急
連
絡
願
い
ま
す
の

障
害
の
状
況

一
、
阿
眼
の
視
力
的
和
が
O
、
。
四
以
下

の
も
の
、
眼
の
前
十
軒
に
千
な
お
い
て

か
す
か
に
見
え
る
程
度

二
、
両
耳
の
聴
力
損
失
が
九
O
デ
シ
ベ
ル

以
上
の
も
の
、
宮
の
者
や
太
鼓
の
苦
が

斡
と
し
て
感
，寸る
科
度

三
、
向
上
甑
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有

す
る
も
の

四
、
岡
上
肢
の
す
べ
て
の
指
全
欠
く
も
の

五
、
同
ト
肢
の
す
ベ
て
の
指
の
隣
能
に
若

し
い
障
害
を
治
す
る
も
の

大
、
岡
下
肢
の
機
能
に
若
し
い
障
害
を
有

す
る
も
の

七
、
両
一
ト
肢
の
足
陪
節
以
干
で
欠
ぐ
も
の

f

民
生
説
」

太
子
祭
り
賑
う

97.6% 
94.8 

97'2 
92.8 
98.0 

92.8 
96.D 

97.7 
93.0 

96.08 

2.853 
1. 199 

1.178 
860 

1.019 

542 

482 

371 
200 

8.7日4

泊 2.923
大家圧 1.265
山崎 1.210

豆ケ庄 928 

南保 1.040

境 585
宮 崎 506

笹川 3eo
野中 215

9.052 計
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企
水
稲
の
優
官
民
品
種
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殺
絡
し
易
く
安
全
附
牧
担
で
品
質
が
よ
く

消
費
者
に
喜
ば
れ
る
品
回
に
統
一
せ
ね
ば

苑
れ
な
い
時
代
も
近
い
将
来
に
来
る
よ
う

で
す
か
ら
力
の
は
っ
き
り
し
な
い
口
山
田
に

目
を
む
け
な
い
で
地
区
の
農
業
技
術
者
会

議
の
左
記
推
奨
口
削
甑
を
作
付
す
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い。

ホ
ウ
ネ
ン

ワ
セ
、
ト
ワ
ダ
、
越
路
早
生
、

新
六
号
、
中
新
ニ
O
三
分
、
し
ろ
が
ね
、

ヨ
モ
ヒ
カ
リ
、
山
陰
一
七
号
・
越
後
ね
ば
り

準
英
励
品
種

黒
部
一
号
、
新
鋭
り
、
コ
ガ
ネ
モ
チ

特
定
〈
酒
米
〉
品
街
。

北
陸
一
二
号
、
市
町
釧

特
に
減
反
し
た
い
品
回

早
千
葉
錦
、
早
段
林
、
北
陸
四
六
号

A
必
要
な
技
術
導
入
と
経
営
の
合
理
化

本
町
並
業
は
水
稲
尚
早
作
で
稲
の
こ
と
な
ら

秋
一
心
に
研
究
す
る
が
他
の
作
物
殺
絡
や
出
川

産
の
取
に
な
る
と
特
定
の
人
以
外
殆
ん
ど

関
心
が
な
い
喫
状
で
す
。
米
は
五
年
連
続

出笈
作
で
圏
内
自
給
も
近
い
の
で
は
な
い
か

国
民
一
人
一
石
と
す
る
と
九
千
万
布
、
想

作
の
年
は
八
千
五
百
万
石
と
云
わ
れ
て
い

る。
そ
し
て
此
の
頃
は
パ
ン
と
作
乳
、
卵
、
広
間

産
物
、
果
物
と
食
生
活
は
か
わ
り
然
活
様

式
も
ガ
ス
、
石
油
コ
ン
ロ
之
、
電
気
時
代

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
政
家
は
何
時
ま

で
も
水
稲
単
作
で
よ
い
だ
ろ
う
か
、
稲
よ

り
利
抗
の
商
い
作
物
、
生
産
貨
の

wm滅
策

を
考
え
た
レ
も
の
で
す
が
現
状
の
出
・
家
に

は
死
ん
ど
此
の
若
さ
が
な
い
、
農
村
の
発

展
を
願
う
人
た
ち
は
局
間
打
開
の
必
勝
紙

営
を
研
兜
し
て
新
し
い
技
術
を
以
り
入
れ

た
い
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
グ
ル
ー
プ
で
費
鶏
を
す
る
と

か
、
チ
ユ
リ
l
プ
の
殺
抱
腹
売
、
読
漢
の

栽
培
、
山
間
地
で
の
百
合
、
山
芋
（
伊
勢

苧
系
統
）
栽
培
、
花
木
花
粉
栄
樹
栽
続
、

院
長
養
豚
、
飼
料
作
物
栽
倍
等
い
ろ
／
＼

経
営
方
策
が
あ
り
ま
す
。
水
稲
は
半
年
で
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にウ。の 1般の協調段ら l吹か 、の常考 こ駄ケが
儲レ と の 脊 と 査 家 ど 入 、 生 経 分 えれと年な
関ン き ）＿，~ j点か Lの 4に践活営折 Tこか艇かし、
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凶冬 のと新なと示最：？舌つがと で舘のい。
月種 突ししつ妓宅事業をてど農 すを必るそ
頃 品 態 た いて術多故す生う葉 。ど裂の れ
牧種 を I.• 村制者項入る活結牧 うがでを
地． 記 の 造 日 町 目 を 農 す び 入 すあすあ
す しでり町村に靖家るつ 、 るる、れ
る て 別 の の 当 わ 力fl 、長い蛾 かのそこ
1fli 下表プ1特局たしこ家て業 其でこれ

民） ー エ す 係 鶏 す与ては （勅くの 多 活水
をに ；J:lサ かのが。え方鶏鶏悌 （にし発用者前
必約のを ら際 大 鶏 方にのが 用 ｛はま 生 すが液
段七 成 伏、いきのにも良卵の j撰すをれよを
と、鶏 めこもくエよ闘しを．ェ j酸か促 ば く 施
しTr.がるののなサつ係悪多品 ）肥 らし鐙なす
まグ の授はるのてがしく Y j料変町fiおると
す ツ 円が分節 t.中間あ成田2の J香子、艇の、首
。ムの適当c白 かに端りはむ与｛施カ性版関の
父の〆I；.当 ）；~ 'el卵 含 にま、と.：！； Iしンを牧隙主主
平 可 出止 と と を ま そ す 小 か A lてラ強をは育
が， ；行，....， .'.JJしま 産れのがさ、方 j下ンめよ元及
六 化 体 ひ て 4むる差、い産 ）さ等 笠｛ ＜肥移
O利 の ま り授 の 獲 が エ 時 ま jい の fflしと後
グ君主制f~す え 分に分出 -tj- のな J 。冬を新し鮪
ラ自 持。。るで闘でまの背~ . 作少根ての

話
は
抽
苔
の
お
そ
い
之
、
ン
ス
タ
l
ラ
シ
ド

と
段
誕
が
よ
い
か
ら
十
月
下
旬
に
掃
く
こ

》
』
。

企
白
菜
の
軟
篠
病
の
革
廷
防
止

六
1
六
式
ボ
ル
ド
ー
液
を
外
誌
の
株
元
に

撒
布
す
る
ボ
ル
ド
ー
液
を
か
け
る
と
繋
は

紫
黒
色
に
焼
け
る
が
外
業
そ
ぎ
せ
い
に
し

て
益
処
を
防
ぐ
の
で
あ
っ
て
内
の
方
の
浪

や
心
に
か
L
ら
山
よ
う
に
す
る
。

A
葱
の
ベ
ト
黒
斑
病
の
防
除
服
滑
剤
を
加

え
た
六
l
六
式
ボ
ル
ド
ー
又
は
釧
水
銀
刑

四

0
0
倍
液
、
〆
イ
セ
ン
の
四
O

O
仙
波

の
ど
れ
か
を
雌
和
す
る
。

aa
越
冬
作
物
の
施
肥
上
の
注
窓

玉
葱
、
カ
シ
ラ
ン
の
苗
の
発
育
が
思
く
不

揃
い
で
府
苗
が
多
〈
良
商
が
得
ら
れ
ぬ
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
似
悶
は
排
水
不
良
や
他

性
、
病
虫
特
も
あ
り
ま
す
が
鰐
照
不
足
の

同
場
合
が
多
い
定
似
の
十
目
前
頃
に
携
般
の

ム
（
普
通
の
卵
〉
の
卵
を
産
む
と
す
れ
ば

↑
五
グ
ラ
ム
の
可
消
化
純
益
由
貿
を
必
要

と
し
ま
す
か
ら
毎
日

．
ケ
の
卵
を
隠
れU
と

す
れ
ば
合
わ
せ
て
ニ
二
、
五
ゲ
ラ
ム
の
可

消
化
制
蛋
白
質
が
必
嬰
な
わ
け
で
す
が
普

通
飼
育
さ
れ
て
い
る
却
が
仰
日
か
か
戸
、ず

卵
を
陀
む
事
は
大
変
む
す
か
し
い
耶
で
、

今
七
川
（
三
日
に

二
ケ
の
卵
を
践
む
）
将

位
の
産
卵
に
つ
い
て
エ
サ
の
計
算
法
な
述

べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

成
踊
が

一
回
生
活
す
る
に
必
要
養
分

（可
消
化
和
訳
出
抗
）
七、

五
グ
ラ
ム

店
昨
日

一
ケ
（
十
削
）
の
卯
1
7
産
む
の
に
必

要
一た
按
分
（
可
間
化
制
強
内
抗
）
十
五
グ

－
フ
ム

七
割
跨
卵
で
す
か
ら
十
五
区
×
七
制
H
十

、
五
E
七
、
五

g
（
一
円
の
午
前
必
叫
按

分
）
＋
十
、
五
げ
円
（
七
割
に
必
，W
な
務
分

）

H
十
八
伊
丹

ゆ
え
る
エ
サ
の
日
量
に
十
八

g
の
可
消
化

和
蛋
由
貿
が
含
ま
れ
る
織
に
配
合
す
れ
ば

良
い
の
で
、
例
え
ば

一
日
一

一
O
E
〈
約

三
O
匁
）
の
エ
サ
を
手
持
ち
の

エ
サ
を
利

用
し
て
与
え
る
と
す
れ
ば
次
の
梯
な
醍
合

が
出
来
ま
す
。

額

類

配

合

割

合

可

消

化

粗

蛋

白

小

米

ニ

O

d

p

八

、
O
M
N

大

変

二

五

%

一

O

、

O

%

フ

ス

マ

二

O

M

N

一
二
、
五
%

米

ヌ

カ

一

六

%

一

O

、
五

%

魚

続

十

七

%

四

豆

、
O
M
N

外
に
食
店
O
、
主
%
、
カ
ル
シ
ウ
ム

二
%
程
度
配
給
す
る
・

今
年
の
稲
作
に

使
つ
大
農
薬

水
管
の
稲
作
は
防相
付
以
来
天
候
の
院
み
と

民
家
各
伎
の
、
必
切
な
る
肥
倍
管
取
に
よ
り

味
村
治
の
祭
作
を
見
、
米
の
出
荷
に
於
て

も
般
に
予
約
置
を
制
、
幽
し
て
居
り
ま
す
こ

と
は
誠
に
喜
ば
し
い
所
で
冶
り
ま
す
。

然
し
な
が
ら
此
の
喜
び
の
践
に
は
肥
料
、

投
薬
、
長
様
具
な
ど
少
産
資
材
購
入
費
へ

の
投
資
も
葵
大
で
産
業
課
で
は
朝
日
町
水

稲
作
付
商
積
約
一
、
八
O

O
町
歩
に
対
す

る
病
害
虫
肪
除
に
使
っ
た
農
薬
を
九
月
十

日
現
在
で
調
査
の
結
果
次
の
と
お
り
と
な

っ
て
駅
り
ま
す
。

－
、
殺
崩
剤

（
セ
レ
サ
ン
、
撒
粉
ボ
ル
ド

ー、

モ
ン
ゼ
ツ
ト
な
ど
）

一
一九
四
万
円

二
、
特
虫
剤
（
R
H
C
、
パ
ラ
チ
オ
ン
剤

マ
ラ
ソ
ン
粉
剤
な
ど
）

六
九
O
万
円

三
一、
除
原
刑
其
の
他
（
二
四
D
、
フ

ラ
ト

1
ル
な
ど
）

八

O
万
円

農
薬
使
則
合
計
額
て

O
六
四
万
円

以
当
使
削
能
楽
代
金
（
平
灼
）

約
六

O
O
刊

。
法
林
郁
作
物
品
品
会
の
開
州
市
淀
内

地
方
政
来
桜
山内の

．
加
と
し
て
制
日
町
で

は
来
る
十

一
月
六
日
七
日
八
日
の
一
一
一
日
間

小
川
中
学
校
に
於
て
同
校
学
閑
祭
に
併
せ

て
第
五
回
農
林
滋
物
品
符
会
を
開
俄
致
し

ま
す
出
品
種
目
や
規
織
は
別
途
御
案
内
申

し
上
げ
ま
す
が
世
家
各
位
に
は
腕
自
慢
の

品
を
多
数
出
品
さ
れ
本
行
事
が
盛
大
に
催

さ
れ
る
様
何
分
の
御
協
力
を
御
願
い
し
ま

す

。

（

産

業
課
〉

；・
J

・f
t
・－－
t
・J
J
・－J
J
・－：：・・・：
t
・・
1
：・
J

・：、
1
・J
・

一
九
六
O
年

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
た
め
の

標

語

を

募

集

し

て

い

ま

す

。
来
年
の
二
月

一
日
に
行
わ
れ
る

一
九
六

O
年
枇
印
仲
良
林
諜
セ

ン
サ
ス
（
闘
辿
主

制
川
、
世
界

一
O
O
余
カ
同
が
参
加
）

の
標
語
募
集
に
ど
協
力
下
さ
い
。

応
募
規
定

問
探
で
、
明
る
く
剖
併
し
や
す
い
も
の

「
日
拠
は
が
き
」
で
一

枚

一
旬

送
h

り
先

宮
山
市
総
曲
輸
出
問
庁
内
統
計
掛

締

切

昭

和

＝
一
十
四
年
十
一
月
十
五
日

（向
日
消
印
の
も
の
は
有
効
〉

彊
宜
入
選
作
品
に
は
次
の
よ
’
？
な
笠

を
隙
り
ま
す
。

一

席

農

林
大
原
賀

一

名

削

賞

二

万
川

二

町

民

林

統
計
協
会

長

広

三

名

副

賞

一

万
川

佳
作

記
念
品

芳
子
名

応
募
資
怖
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

版
刷
慨
は
山
林
統
計
協
会
に
回
し
、

J

品
券

削

作
品
は
返
却
し
ま
ぜ
ん
。
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第
六
回
朝
日
町
民
体
育
大
会
要
事

日

時

決雨雨小集日日
行 の天チL合和
実~の山八三
内合と公時十
午中 き間 半 四
前 .it.はグ年
七と四ラ開 十
時す日ン飴 一
花る 、ド 九月
火四 時 三
打日臼
上も

会

湯

極

間
同て

地
区
対
抗
採
点
話
回

①

小

学

校

六

O
O米
継
走

四

年

五

年

六

年

男
女

決
勝
二
回

走
間

四

年

t
六
年
・

制問
女
女
m山女一
mM

①

中

学

校

六

O
O
米
韓
定

一
年

二

年

三

年

男

女

各

一

名

決
勝
二
川

定

順

一

年

J
三

年

男
女
女
男
女
児

①
航
れ
品
川
山
搬
純
定
〈
剛
山
）

年

令

自

由

怯

か

つ

ぎ

拓

訟

十
一

三
世

人

以
十
点
h

決
勝
二
川

一

出
発
の
合
凶
ま
で
侵
の
一
部
が
地
に

一

つ
レ
て
い
る
ω

引
き
継
ぎ
は
前
の
者

一

が
旗
を
ま
わ
り
五
米
の
間
で
次
の
者
一

に
渡
す
。
決
勝
は
最
終
者
が
旗
を
ま

一

わ
り
俵
州
共
に
線
を
通
過
し
た
時
で

一

き
め
る
c

一

＠

ポ

l
ル
運
び
（
女
〉

一

満
二
十
六
才
以
上
二

O
名

一

決

勝

二

凶

用

具
旗
手
（
こ
ま
ざ
一

ら
い
〉
ボ
1
ル

一
個
ボ
1
ル
を
熊
手

一

で
（
抑
す
、
引
く
、
た
L
く
絡
の
方
一

法
〉
で
迎
ぶ
ポ

1
ル
を
け
っ
て
は
な

一

ら
な
い
。

手
で
さ
わ
る
こ
と
も
で
き
一

な
い
。
引
き
継
ぎ
は
前
の
者
が
ポ
l

一

ル
と
共
に
旗
を
ま
わ
り
五
米
の
聞
で

一

熊
手
を
次
の
者
に
渡
す
。

－

決
勝
は
最
終
者
が
ボ
1
ル
と
共
に
旗

を
ま
わ
り
献
を
通
泊
し
た
時
で
き
め

る
〈
休
、
ボ
ー
ル
共
に
）

一

①

玉

入

れ

継
走

（問問｝

一

各

一
名

精一
二
十
才
以
上
四
十
五
才
ま
で

ニ

O
名

決

勝

．一
川

引
き
継
ぎ
り
ポ
ー
ル
と
ベ

ト
ン
。
ボ

ー
ル
が
前
万
ハ
ー
ド
ル
を
泊
る
ま
で

く
り
か
え
す
。
ハ

ー
ド
ル
は
昨
年
間

仰
の
も
の
抑
止
線
の
ハ

ー
ド
ル
は
ま

わ
る
も
ま
た
ぐ
も
可

①

年

令

別

九

O
O
米
縫
い
芯

各

一
O
O米
決

勝

二
回

定
版

年
少
順

川
内
女
別
刀
女
山
女
お
女
期
目

前
二
十
六
才
以
上

t
三
十
五
才
ま
で

の
列
子
二
名
尚
三
十
六
才
以
上

t

四
十
五
才
ま
で
の
則
子
一
一
名
梢
凶

十
六
才
以
上
男
子

一
名

尚

二

十
六

才
以
上

t
三
十
五
才
ま
で
の
女
子
二

名
尚
三
十
六
才
以
上
女
子
二
名

①

び
ん
倒
し
継
走

前
四
十
五
－
Z
以
上
初
予
一
五
名

M
M

女
子
一

五
名

決
勝
二
削

平
均
台
前
で
と
ま
り
前
方
に
あ
る
び

ん
を
ポ
ー
ル
で
倒
す

（
一
本
で
よ
し

）
び
ん
が
倒
れ
る
ま
で
く
り
か
え
す

引
き
継
ぎ
は
後
の
訴
を
ま
わ
っ
た
後

五
米
の
間
で
ボ
ー
ル
を
減
す。

①

背

年
八

O
U
米
継
走

満
二
十
五
才
以
下

男

子

三

名

一
人
三

O
O米

F

女
子
二
名

一
人
一

O
O米
決

勝

二
凶

山花
附
男
女
持
女
男

二
、
地
区
代
説
に
よ
る
採
点

間
同
外
組
問

①
都
門
忽
・
む
か
で
競
走

満
二
十
五
才
以
下
男
子
五
人
組

一
組
決
勝
一
回

尚
二
十
五
才
以
下
女
子
五
人
組

一
間
決
勝
一

回

山
リ
ナ
－

O
O米
か
八

O
米

女
子
中
ハ

O
米

①

夫

婦

二

人

三
脚

満
三
十
才
以
上

三
十
九
才
ま
？
の
夫
婦
地
区
コ
一組

一

八

O
米

決

勝

コ

日

一

①

風

船

規

定

一

満
四
十
才
以
上
四
十
九
才
ま
で
の

一

男
女
各
ニ
名
五

C
米

決

勝

四

闘

一

・

一

新
生
活
運
動
の
舵
進
母
体
と
な
ろ
う
と

一

出
発
し
こ

O
米
前
方
に
あ
る
風
船

一

一

一昨
年
度
よ
り
背
年
間
活
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

二

協
般
会
を
聞
き
、
お
附
し
た
。

叉
、
統

を
持
ち
決
勝
制
ま
で
走
り
ゴ
ム
風

一

一

一

か
L
げ
巡
励
を
脱
附
し
て
き
ま
し
た

一
一
が
災
現
し
た
入
小
川
町
出
口
よ
り
体
験
発

館
を
ふ
く
ら
ま
せ
る。

一

一
；

財

人

会
店
、
公
民
館
を
は
じ
め
、
地
区

一
巾
択
を
お
願
い
し
た
。
そ
の
結
来
、

－
分
間
の
ピ
ス
ト
ル
の
合
凶
で
中
止

一

一

審
判
に
よ
っ
て
長
さ
を
測
定
し
闘
位

一
民
の
盟
解
に
よ
り
、

祭
日
の
統
一
が
災
引っ
一

て

祭
臼
統

一
に
は
賛
成
で
あ
る
こ
と

n
一
し
、
生
活
改
善
の
第

一
歩・
を
踏
み
出
し
ま

一

を
決
定
す
る
u

一

一

二

、
単
な
る
日
の
統
一
の
み
で
な
く
、

一
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
‘

今
ま
で
各
部
浴
ご
一

①

聾
灯
競
走

一

一

祭
り
の
内
容
を
改
善
す
る
こ
と
。

一
と
（
元
山
崎
、
路
町
、
細
野
、
山
王
、
新
一

六

O
米
満
五
十
才
以

よ

章

二
名

一
回
、
棚
山
）
ま
ち
く

の

日

に
行
な
わ
れ
一
三
、

以
崎
地
区
の
み
で
な
く
、
朝
日
町

決
勝
二
一問

。
女
子
二
名
決
勝
二

一
た
お
祭
り
も
金
山
崎
地
区

一
川
が
、

空
竺
全
体
に
行
き
わ
た
る
犠
…
聞
く
こ
と

回
出
発
し
三
十
米
前
方
に
あ
る
純

一

一

一
り
は
四
月

て

二

日
、
献
策
り
が
十
月
十

一

そ
の
他
、
期
日
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は

灯
に
火
を
と
も
し
決
勝
点
に
入
る

一

一

一
回
、
十
五
日
に
仔
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
一
政
識
を
中
心
に
考
え
る
こ
と
。
会
休
日
の

火
が
と
も
っ
て
い
る
こ
と
。

一
ニ
o

一

早
い
順
に
よ
っ
て
順
位
決
定

一
T

一
問
題
な
ど
布
意
義
な
賛
同
を
得
た
。

一

青
年
聞
で
こ
の
問
題
を
と
り
上
げ
た
の

一

そ
し
て
、

聞
に
於
て
は
、
役
論
調
査
の

一二
、
地
区
対
抗
ニ

0
0
0米
継
走

一

一

決
勝
一
回
採
点
外
別
途
授
賞

一
は
一
昨
年
、
青
年
学
級
と
婦
人
会
の
座
談
一
結
果
報
告
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
呼

中

学

生

男

子

一

名

四

O
O
米

一
会
を
開
き
、
い
ろ
く
私
達
の
生
活
に
つ

一
び
か
け
る
と
共
に

町

内

会

長
に
は
、
各

行川
校

生

男

子

一

名

六

O
O
米

一
い
て
話
し
合
い
、

我
が
位
村
に
於
て
、
帰

一
町
内
の
会
合
に
お
し
て
も
ら
＼

官
総
代

一
人
の
労
働
が
非
常
に
過
鑑
で
あ
る
。
特
に

一
に
神
主
さ
ん
の
交
渉
を
お
闘
し
、
活
発
な

腎

年

則

子

一

名

六

O
Oポ
一

一

一楽
し
い
は
ず
の
お
祭
り
も
、

銀
礼
招
待
の
一
迎
酌
を
展
開
し
た
．
一

番
の
難
点
は
、
抑

満
二
十
六
才
以
上
知
子

一
名
四

一

1

一

0
0米

一
親
類
問
、
知
4

奈
川
の
接
待
や
ら
、
附
答
で

一
主
さ
ん
の
都
合
で
あ
っ
た
が、

村
の
総
意

一
お
わ
れ
ど
う
し
、
本
当
に
休
む
ま
も
な
い

一
を
っ
た
え
や
っ
と
の
こ
と
で
、

実
現
の
は

四
、
保
育
悶
演
技

．
位
忙
し
い
岡山
い
を
す
る
。
こ
れ
に
と
も
な

一
こ
び
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

州
都
点
、
優
勝
等

↑
う
経
済
的
負
担
も
大
変
な
も
の
で
あ
る
こ

一

期
日
は
統
一
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

包

決

勝

二
悶
の
組
分
け
は
各
競
技
甑

一
と
が
指
摘
さ
れ
、
祭
礼
の
統

一
と
云
う
郡
一
か
ら
の
問
題
と
し
て
、
祭
礼
の
内
容
改
善

目
毎
に
地
区
代
表
者
に
よ
っ
て
抽

一
が
大
き
く
浮
び
上
っ
て
来
た
。
祭
り
と
云
一
を
生
か
し
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
統
一
の
成

せ
ん
す
る

一
う
と
普
か
ら
何
百
年
間
蔵
い
て
い
る
も
の
一
果
が
あ
る
。

今
ま
で
の
よ
う
に
、
祭
り
は

採
点
は
四
ぎ
る
と
す
る

一
で
、
一
度
に
す
ぐ
と
云
う
わ
け
に
行
か
ず
一
天
下
無
礼
講
な
ど
と
一Z
4
問
題
も
反
省
し

一
一
般
世
論
を
知
る
た
め
に
、

昨
年
度
世
論
一
な
け
れ
ま
な
ら
ぬ
し
、
附
答
な
ど
経
済
的

一
等

四

点

二

等

三

点

一
調
査
を
行
な
い
統
一
質
成
が
九
十
パ

｜
セ

一
問
題
も
ん
加
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
等

二

点

凶

一等

一

点

一
ン
ト
〈
賛
成
三
百
九
十
八
、
反
対
三
十
二

一

そ
し
て
、

一
家
揃
っ
て
に
こ
や
か
に
鐙

綜
合
成
樹
は
得
点
の
最
高
よ
り
剛

一
〉
も
の
成
績
を
得、

一
層
自
信
を
深
め
る

一
年
を
祝
い
、
楽
し
い
お
祭
り
に
し
た
い
と

と
す
る。

一
と
共
に
、
婦
人
会
や
公
民
舘
に
呼
び
か
け

一
凪

4
・
今
年
は
統

一
を
祝
っ
て
、
青
年
間

同
点
の
場
合
は
最
高
位
の
多
少
に

一
た
＠
統
一
の
目
的
は
、

祭
事
を
軽
視
す
る

一
綿
入
会
、

公
民
舘
共
催
で
民
訴
踊
り
大
会

よ
る

一
・
た
め
で
な
く
、
あ
く
ま
で
私
達
の
生
活
に

一
を
開
〈
計
画
も
出
来
て
い
る
。
鍛
礼

の
み

尚
同
点
の
同
窓
口
は
拍
せ
ん
に
よ
る

一
マ
ッ
チ
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
な
ら
ず
、

私
逮
の
日
々
の
生
活
に
故
者
し

鯵
加
規
定

一

そ
の
意
味
で
、
今
年
の
三
月
、
公
休
日
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
削
は
ま
だ
ノ
＼
沢

一
人

一
回
聞
と
す
る

一
を
利
用
し
て
、
青
年
問
、
ゆ
人
会
、
公
民

一
山
あ
る
。
そ
れ
に
は
我
h

青
年
の
力
強
い

但
し
地
区
対
抗
二

0
0
0米
継
走

一舘
、
宮
総
代
、
町
内
会
長
、
町
輔
刷
会
融
政
一意
気
と
、
創
解
あ
る
一
般
町
民
の
協
力
を

を
除
く

一
そ
の
他
有
志
に
集
っ
て
も
ら
い
、
祭
礼
統

一重
ね
／
＼
お
願
・
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

祭

日
統

ノコ

に

わ

た

山
崎
校
下
青
年
団
長

て

元

就

森

｜吋

① ① ① 

噌

l
噌

l
n『
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十
月
十
六
日
よ
り
十
月
二
十
五
日
ま
で

全
国
一
斉
に
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま

す。
御
承
知
の
通
り
毎
日
毎
回
発
通
事
故
が

発
生
し
、
迎
い
人
命
が
失
わ
れ
傷
つ
い
て

お
り
ま
す
が
、
自
動
車
や
、
オ
ー
ト
バ
イ

の
急
激
な
湘
加
に
伴
い
交
通
事
政
も
ま
た

れ
を
追
っ
て
噌
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る

状
況
で
す
。

こ
れ
ら
交
通
事
棋
の
一
つ
一
つ
に
つ
い

て
刈
ベ
て
見
ま
す
と
、
少
し
の
山
芯
と
、

簡
単
な
交
泊
規
則
を
守
ら
な
か
っ
た
ば
か

句
に
起
き
て
い
ま
す
。

「
述
が
一恐
か
っ
た
ね
」
と
一
般
の
人
は

そ
の
原
因
を
考
え
て
見
ょ
う
と
も
せ
ず
、

「
つ
い
て
い
な
か
っ
た
」
と
運
転
手
は

現
今
一
掻
い
て
い
ま
す
が
決
し
て

「
運
が
悪
か
っ
た
」
「
つ
い
て
い
な
か

っ
た
」
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
左
右
の
安
全
を
確
め
ず
に
斜
め
に
道

路
を
横
断
し
た
た
め
で
す
。

＠
道
路
で
オ
ニ
プ
ツ
コ
を
し
て
い
た
か

ら
で
す
。

め
自
転
単
で
小
路
か
ら
大
通
り
へ
急
に

出
た
か
ら
跳
ね
ら
れ
た
の
で
す
。

＠
道
路
一
杯
に
拡
が
り
叉
左
側
を
歩
い

て
い
た
か
ら
起
余
た
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
と
と
が
ら
は
皆
さ
ん
は
良

〈
知
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
ら
の
み

で
こ
の
よ
う
な
簡
単
な
こ
と
を
、
守

ら
な
か
っ
た
ば
か
り
に
一
生
取
返
し

の
出
来
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

ま
た
運
転
手
の
方
は

＠
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
幌
く
考
え
除
行
を

怠
っ
た
た
め
に
起
き
た
の
が
大
半
で

す。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

下
新
川
第
一
回

B
S
だ
よ
り

去
る
十
何
十
六
日
宮
山
市
公
会
史
に
於

て
交
通
安
全
の
協
力
者
と
し
て
寓
山
削
除
交

通
安
全
協
会
辿
合
会
長
北
に
常
山
県
警
察

木
部
長
よ
り
栄
あ
る
表
彰
を
受
け
た
。

こ
の
日
は
秋
季
の
全
国
一
斉
交
通
安
全
旬

間
が
開
始
さ
れ
本
閣
は
入
普
器
町
内
会
、

と
朝
夕
の
交
叉
点
に
於
け
る
歩
行
者
の
為

に
交
通
整
聞
に
出
動
し
事
政
防
止
に
協
力

し
た
尚
二
十
四
日
午
后
二
時
小
川
市
泉
前

よ
り
入
持
場
ジ
1
．
フ
を
先
頭
に
B

S
隊
員

に
よ
る
パ
ν
1
ド
を
行
う
ご
と
に
し
た
。

向
こ
れ
位
の
澗
で
陣
う
も
の
か
、
と
思

っ
て
運
転
し
て
い
る
中
に
酔
が
廻
り

川
え
転
落
。

＠
幼
児
が
そ
の
儲
止
っ
て
い
る
も
の
と

岡
山
っ
た
。

伺
お
婆
さ
ん
が
自
動
車
の
音
に
気
づ
レ

て
い
る
と
思
っ
た
。

以
上
の

こ
と
が
ら
が
交
活
事
政
の
最
も

大
々
、
な
原
悶
と
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
安
余
地
助
は
こ
の
よ
4
な
こ
と
が

ら
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
お
刊
に
同
意
し
交

通
規
則
を
守
り
、
悲
惨
な
交
通
耶
故
を
起

さ
な
い
よ
う
、
か
か
ら
な
い
よ
う
に
呼
び

か
け
、
実
行
に
う
っ
す
の
が
ほ
的
で
あ
り

ま
す
。こ

の
た
め
欝
祭
で
は
い
ろ
ん
な
行
事
を

予
定
し
て
お
り
、
ま
た
お
願
い
に
あ
が
る

と
忠
レ
ま
す
が
以
上
の
こ
と
が
ら
を
了
承

さ
れ
御
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
た
し
ま

す。

秋の全国交通安全運動
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日
東
紡
従
業
員
一
同

衣
制
加
（
大
）
八
個

余
額
一
て
九
三
六
円

泊
芸
妓
一
同

衣
掛
（
大
）
一
側

金

額

四

、
二
O
O円

宜
ケ
庄
婦
人
会

白

米

五

億

南
保
小
学
校
わ
か
ば
子
供
会

衣
顎
二
五
八
点

金

額

四

、
七
八
二
円

雑

用

品

二

ハ

O
点

大
家
庄
帯
円
年
団

現

金

二

、
0
0
0円

博

友

古

衣
閣
（
大
）

一
個

油

田

与

三
次

（

荒

川

）

衣

類

（

小

）

一

個

大

村

て

る

一

ナ

（

沼

保

）

衣

顎

（

小

）

一

個

油
田
て
る
子

日
用
品
（
大
）

現

金

五

O
O円

花

田

昭

翠

コ
ケ
シ

草
野
児
説
会

雑
誌

二
十
七
加

六
十
五
ケ

側（
荒
Ill 

（
民
生
課
）

〈泊）

名
に
及
び
そ
の
被
害
は
史
上
最
大
と
あ
っ

て
そ
の
惨
状
こ
そ
言
葉
に
表
L
得
ず
誠
に

同
情
に
堪
へ
ま
せ
ん
。

．

よ
り
ま
し
て
全
国
各
地
よ
り
義
損
金
品

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
朝
日
町
も
こ

の
被
災
者
に
義
指
念
品
を
募
集
し
温
い
援

護
の
手
を
差
し
の
べ
国
民
た
す
け
あ
い
の

心
を
求
め
て
お
り
ま
す
の
で
町
民
各
位
の

混
い
真
心
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

十
月
十
四
日
現
夜
の
募
集
高 噌
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J
a

－nH
U


